
心身健康学科第２次選考問題例 

 

次ページ以下は、奈良女子大学総合型選抜 探究型入試「Q」の生活環境学部心身健康学科第 2次選考

において課する「課題（当日提示）のプレゼンテーションおよび質疑応答」の問題例です（※）。 

 

試験時間 90分のうち、60分で課題に取り組み、プレゼンテーション内容を考え、その後、30分間で面

接（プレゼンテーションおよび質疑応答）を行います。面接時は課題について 10分程度のプレゼンテ

ーションを含みます。 

 

 

※ 第 2次選考の内容 

健康に関わる内容のデータ（図表）を読み解き、その後、口頭でプレゼンテーションと質疑応答を行

い、総合的に判断します。プレゼンテーション時には、出題された図表はこちらで提示できるようにし

ます。 

 

 



問題例 1  

日本は世界最高レベルの高齢化率であり、健康的な生活を生涯維持していくことは、QOLの向上につな

がり、重要な課題となっている。下に示す図表は、日本人の寿命や死因を示している。 

（１）これらの図表から読み取れる内容を要約しなさい。 

（２）健康や死因に性差がみられる原因について、論述しなさい。 

（３）心身ともに健康的な高齢期を過ごすために、国や行政ができること、学校や会社ができること、

家族や個人ができることについて、あなたの考えを論述しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 日本人の平均寿命と健康寿命 

※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間を指す。 

注：１）死因順位に用いる分類項目（死因簡単分類表から主要な死因を選択したもの）による順位である。  

  ２）男の 10位は「間質性肺疾患」で死亡数は 16,021、死亡率は 27.4である。  
  ３）女の 10位は「血管性及び詳細不明の認知症」で死亡数は 15,406、死亡率は 24.9である。  
  ４）「結核」は死亡数が 1,461、死亡率は 1.2である。  

  ５）「熱中症」は死亡数が 2,152、死亡率は 1.8である。 

表 1 日本人の性別にみた死因順位別死亡数・死亡率（人口１０万対） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<出典> 

表１: 厚生労働省令和６年(2024)人口動態統計月報年計（概数）の概況 表 7 性別にみた死因順位別死亡数・死亡率（人

口１０万対） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/25/backdata/01-01-03-07.html?utm_source=chatgpt.com 

 

図 1: 令和 7年版厚生労働白書 次世代の主役となる若者の皆さんへ－変化する社会における社会保障・労働施策の役割

を知る－ 図 1-3-7 平均寿命と健康寿命の推移 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai24/dl/gaikyouR6.pdf?utm_source=chatgpt.com 

 

図 2: 厚生労働省令和６年(2024)人口動態統計月報年計（概数）の概況 概要 PDF 悪性新生物＜腫瘍＞の主な部位別に

みた死亡率（人口１０万対）の年次推移 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai24/dl/gaikyouR6.pdf?utm_source=chatgpt.com 

 

注：１） 大腸の悪性新生物＜腫瘍＞は、結腸の悪性新生物＜腫瘍＞と直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 
を示す。ただし、昭和 42年までは直腸肛門部の悪性新生物を含む。  

  ２） 平成６年以前の子宮の悪性新生物＜腫瘍＞は、胎盤を含む。 

図２ 日本人の悪性新生物＜腫瘍＞の主な部位別にみた死亡率（人口１０万対）の年次推移 



問題例 2 

（１）図 1 及び図 2 は、スポーツ実施率に関する調査結果である。これらの図から読み取れる結果につ

いて説明しなさい。 

（２）（１）で説明したことの背景にある要因について考察しなさい。 

（３）（１）と（２）を踏まえて、スポーツ実施率の向上にはどのようなことが有効か、あなたの意見を

述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 この 1 年間に行った運動・スポーツの日数、スポーツ実施率 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈出典〉 

図 1及び図 2はスポーツ庁（2025）令和 6年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」より一部を引用した。 

 

調査結果の全文は、次のウェブサイトで閲覧できます。 

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/toukei/chousa04/sports/1415963_00013.htm 

 

 

図 2 今後行いたい運動・スポーツの実施頻度 



問題例 3  

下記のグラフは、近年のわが国の若者の自殺の状況について示している。 

（１）これらのグラフから読み取れることを要約しなさい。 

（２）（１）で述べたことの背景にある要因について考察しなさい。 

（３）（１）と（２）を踏まえて、若者の自殺対策としてどのようなことが有効か、あなたの意見を述

べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 性別、年齢階級別にみた若者の自殺者数の推移（2015~2024年） 

図 2 性別、職業別、年齢階級別にみた若者の自殺死亡率（2015~2024年平均値） 

※自殺死亡率とは、人口 10万人当たりの自殺者数を指す 



 

 

＜出典＞ 

厚生労働省 令和 7年版自殺対策白書 第 2章 第 1節 若者の自殺をめぐる状況 

図 1：図表 2-4 性別、年齢階級別にみた若者の自殺者数の推移（2015~2024年） 

図２：図表 2-7 性別、職業別、年齢階級別にみた若者の自殺死亡率（2015~2024年平均値） 

図３：図表 2-5 性別、年齢階級別にみた若者の自殺の原因・動機（大分類）の割合（2015~2021年） 

令和 7年版自殺対策白書は次の厚生労働省のウェブサイトから閲覧できます。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/jisatsuhakusyo2025.html 

 

図 3 性別、年齢階級別にみた若者の自殺の原因・動機（大分類）の割合（2015~2021年） 


